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リ
レ
ー
随
筆
の
順
番
が
ま
た

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
く

だ
ら
な
い
話
に
お
付
き
合
い
を

お
願
い
し
ま
す
。

先
日
、
テ
レ
ビ
で
カ
ラ
ス
専

門
誌
が
あ
り
、
カ
ラ
ス
好
き
の

専
門
誌
だ
そ
う
で
す
。
表
紙
に

は
カ
ラ
ス
好
き
女
子
が
、
カ
ラ

ス
と
キ
ス
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
と
し
て
は
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
の
駐
車
場
で
前
夜
ど
な
た
か

が
飲
み
す
ぎ
た
結
果
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
に
証
を
残
し
た
結

果
、
次
の
日
に
カ
ピ
カ
ピ
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
カ
ラ

ス
が
お
い
し
そ
う
に
つ
い
ば
ん

で
い
る
と
こ
ろ
を
思
い
出
し
て

し
ま
し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
人
間

が
進
化
し
て
き
た
過
程
で
胎
盤

を
持
つ
に
至
っ
た
の
は
、
レ
ト

ロ
ウ
イ
ル
ス
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ま
で

入
り
込
ん
で
一
体
化
し
て
進
化

し
た
そ
う
で
す
。
（
こ
れ
も
テ

レ
ビ
で
や
っ
て
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
間
に
な
ん

ら
か
の
進
化
を
も
た
ら
す
の
で

し
ょ
う
か
？
）

も
し
、
カ
ラ
ス
が
進
化
し
て

人
間
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
ら
と

妄
想
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

�
え
〜
カ
ラ
ス
ニ
ュ
ー
ス
の
時

間
で
す
。
先
日
、
殺
ガ
ラ
ス
事

件
の
被
害
者
フ
ジ
ガ
ラ
ス
さ
ん

の
死
因
は
、
頭
を
つ
つ
か
れ
出

血
多
量
の
シ
ョ
ッ
ク
死
で
し

た
。
鳥
も
ち
署
で
捕
獲
さ
れ
た

ソ
ト
ガ
ラ
ス
容
疑
者
の
証
言
に

よ
る
と
「
三
二
八
号
で
奴
が
書

い
た
ソ
ト
ソ
ト
詐
欺
ば
な
し
で

職
場
の
脚
光
を
あ
び
る
こ
と
に

な
り
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
、

か
お
に
ド
ロ
を
塗
ら
れ
た
、
カ

ラ
ス
だ
け
に
カ
ァ
〜
！
と
な
っ

て
や
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
証
言

し
て
い
そ
う
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス

を
終
わ
り
ま
す
。
�

も
し
、
カ
ラ
ス
が
進
化
し
た

ら
、
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事

件
が
起
き
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
。

全
国
港
湾
第
三
三
四（
新
年
）

号
に
掲
載
さ
れ
た
「
新
春
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
」
に
多
数
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
解
は
、
「
オ
セ
チ
リ
ョ
ウ

リ
」
で
し
た
。

今
年
の
ク
イ
ズ
へ
の
応
募
正

解
者
は
、
十
五
名
で
し
た
。
抽

選
で
粗
品
を
お
送
り
す
る
こ
と

を
決
定
致
し
ま
し
た
。
商
品
の

発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
貴
重
な
ご
感
想
・
ご
意
見

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
よ
り
よ
い
機
関
紙
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
協
定
の
表
題
を
読
め

ば
、
多
く
の
方
が
新
港
湾
労

働
法
と
い
う
の
だ
か
ら
「
旧

港
湾
労
働
法
」が
あ
る
の
か
、

な
ぜ
港
湾
労
働
に
特
化
さ
れ

た
法
律
が
あ
る
の
か
、
そ
こ

に
至
る
経
緯
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
こ
ん
な
こ
と
を
考

え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
至

極
当
然
の
疑
問
で
す
。
こ
の

協
定
に
は
、
厳
し
い
港
湾
労

働
の
前
史
が
あ
り
、
港
湾
労

働
の
近
代
化
に
む
け
た
戦
い

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

ま
で
掘
り
下
げ
て
い
く
と
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
数
回
分
を

割
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
簡
単
に
「
港
湾
労
働
法

史
」
に
触
れ
て
か
ら
、
こ
の

協
定
の
内
容
に
進
む
こ
と
に

し
ま
す
。

ま
ず
、
「
新
港
湾
労
働
法

／
労
働
省
職
業
安
定
局
長
岡

部
晃
三
著
」
を
典
拠
に
、
戦

後
か
ら
港
湾
労
働
法
関
連
事

項
を
年
史
的
に
列
挙
し
ま

す
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国

際
労
働
機
構
）
の
決
議
・
条

約
や
英
国
の
港
湾
関
連
法
も

影
響
し
て
き
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
日
本
に
絞
っ
て
記
し
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
協

定
に
至
る
前
史
に
触
れ
て
い

き
ま
す
。
今
回
は
、
紙
面
の

都
合
で
協
定
そ
の
も
の
の
一

部
に
し
か
進
め
な
い
こ
と
を

お
詫
び
し
、
次
号
以
降
に
協

定
と
港
湾
労
働
法
の
概
要
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。

（
一
九
四
六
年
）

港
湾
運

送
事
業
統
制
令
失
効
（
港
運

事
業
が
自
由
企
業
に
復
帰
）

（
一
九
四
七
年
）

労
働
省

発
足
、
職
業
安
定
法
公
布

（
一
九
四
九
〜
五
〇
年
）

Ｇ
Ｈ
Ｑ
：
6
大
船
舶
荷
役
会

社
の
解
散
等
（
戦
時
統
制
の

解
除
）

（
一
九
五
一
年
）

港
湾
運

送
事
業
法
公
布
（
事
業
登
録

制
・
料
金
定
額
公
示
制
・
全

部
下
請
禁
止
等
）

全
港
湾
：
港
湾
労
働
法
（
仮

称
）
制
定
運
動
を
決
議

（
一
九
五
三
年
）
社
会
党
：

港
湾
労
働
法
案
提
出

（
一
九
五
六
年
）
社
会
党
：

港
湾
労
働
者
の
雇
用
の
安
定

に
関
す
る
法
律
案
提
出

労

働
省
：
港
湾
労
働
対
策
協
議

会
を
設
置
（
五
七
年
解
散
：

港
湾
労
働
審
議
会
設
置
）
：

六
大
港
に
港
湾
労
働
協
議
会

設
置

（
一
九
五
九
年
）

港
湾
労

働
審
議
会
：
港
湾
労
働
者
手

帳
制
度
等
に
関
す
る
建
議
提

出

港
湾
運
送
事
業
法
改
正

（
事
業
免
許
制
、
認
可
料
金

制
）

（
一
九
六
〇
〜
六
二
年
）

港
湾
労
働
協
議
会
：
港
湾
労

働
者
の
雇
用
安
定
に
関
し
意

見
（
三
回
）
を
提
出

（
一
九
六
五
年
）

港
湾
労

働
法
公
布

六
六
年
に
全
面

施
行以

上
の
よ
う
な
経
緯
で
、

日
雇
労
働
者
の
登
録
制
を
軸

と
し
た
港
湾
労
働
法
が
制
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

典
拠
と
し
た
同
書（
岡
部
著
）

の
序
文
で
は
、
港
湾
労
働
法

の
成
立
の
背
景
や
意
義
を
こ

の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま

す
。「

…
港
湾
運
送
事
業
は
…

日
本
経
済
の
基
礎
を
支
え
る

重
要
産
業
で
あ
る
。
し
か
し

労
働
問
題
面
か
ら
見
る
と
、

…
波
動
性
に
起
因
し
て
必
要

労
働
力
の
不
足
、
日
雇
い
港

湾
労
働
者
へ
の
依
存
度
が
高

い
こ
と
、
…
手
配
師
の
横
行

…
が
指
摘
さ
れ
た
。
…
こ
れ

ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
港
湾
労
働
者
の
雇
用
管

理
を
的
確
に
行
う
こ
と
、
…

職
業
訓
練
を
行
う
こ
と
、
…

荷
役
の
波
動
性
に
対
応
す
る

た
め
の
常
用
労
働
者
の
派
遣

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
…
を

内
容
と
す
る
。
」

こ
こ
ま
で
を
仮
に
第
一
期
の

港
湾
労
働
法
の
概
史
と
し
ま

す
。
一
九
六
五
年
に
施
行
さ

れ
た
港
湾
労
働
法
は
、
い
く

つ
か
の
部
分
的
な
改
定
を
重

ね
つ
つ
大
き
く
は
、
次
の
よ

う
に
変
遷
し
て
い
き
ま
す
。

（
一
九
八
九
年
）

新
港
湾

労
働
法
施
行
（
港
湾
労
働
安

定
セ
ン
タ
ー
設
置
）

（
二
〇
〇
〇
年
）

新
々
港

湾
労
働
法
施
行
（
セ
ン
タ
ー

廃
止
）

こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
九

年
に
港
湾
労
働
法
が
改
定
さ

れ
「
新
港
湾
労
働
法
」
が
施

行
と
な
ま
す
。
こ
れ
が
第
二

期
と
い
え
ま
す
。
内
容
は
、

日
雇
労
働
者
の
登
録
制
を
廃

止
し
、
新
た
に
港
湾
労
働
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
そ
こ

に
登
録
日
雇
い
労
働
者
を
移

籍
・
登
録
し
、
セ
ン
タ
ー
が

波
動
性
に
対
応
し
て
、
労
働

者
を
派
遣
し
て
い
く
仕
組
み

へ
と
改
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

そ
し
て
、
一
九
九
九
年
の
港

湾
運
送
事
業
法
の
規
制
緩
和

と
と
も
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

常
用
労
働
者
制
度
が
廃
止

（
二
〇
〇
〇
年
施
行
）
と
な

り
、
新
た
に
「
常
用
港
湾
労

働
者
制
度
」
が
つ
く
ら
れ
、

現
在
に
至
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
が
第
三
期
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
い
ま
は
、
第

三
期
で
す
。

次
回
は
第
十
四
条
の
解
説

か
ら
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

リ
レ
ー
随
筆

リ
レ
ー
随
筆

〜
カ
ラ
ス
の
大
逆
襲
〜

〜
カ
ラ
ス
の
大
逆
襲
〜

港湾産別協定⑱港湾産別協定⑱
新港湾労働法施行後の
港湾労働者による作業
新港湾労働法施行後の
港湾労働者による作業

～第三章・第十四条～～第三章・第十四条～

クイズクイズ
正解発表正解発表


